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症例は１１歳の女児。７歳時に腎機能障害と低補体血症

を伴うネフローゼ症候群を発症した。腎生検にて高度の

分葉化を伴う増殖病変，基底膜二重化などがみられ膜性

増殖性糸球体腎炎（ＭPGN）と考え，ステロイドパルス

療法，ＰＳＬ隔日投与で一時的に尿所見正常化，腎機能改

善がみられた。２年後の腎生検にて光顕上，増殖性変化

は改善傾向を示した。ステロイド治療中止２年後に，蝶

形紅斑の出現とともに，蛋白尿・血尿と低補体血症が再

燃，抗ds-DNA抗体陽性化も認められ，全身性エリテマ

トーデスと確定診断した。腎生検にて，ループス腎炎

ISN/RPS分類classⅣ-Ｇ（A/C）と診断し，ステロイドパ

ルス療法，低用量シクロフォスファミド静注療法にて寛

解導入を行っている。３回の腎生検の免疫染色結果の推
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移を検討すると，経時的に“fUll-house''nephropathyへ

の移行がみられた。ＭPGNの組織像を呈する症例にお

いては，その治療・寛解後も，血液検査，組織学的検索

を参考に，ＳＬＥ移行について慎重に考慮していく必要

がある。

は じ め に

小児期においては，発症時の症状，症状出現順序，各

臓器障害重症度が多彩なため，全身性エリテマトーデス

（SLE）と診断できるまでに時間を要する場合が多

い')。実際に，腎症状単独で発症し，その数年後に腎外

症状・血清学的異常が揃い，はじめてＳＬＥと診断され

る症例が存在する2)一方，原発性糸球体疾患として診

断，治療され，いったん寛解後にＳＬＥと診断された症

例も散見される3)。今回われわれは，膜性増殖性糸球体

腎炎（ＭPGN）として発症し，その治療・寛解後に“full

-house”nephropathyに至り，ループス腎炎が顕在化し

たｌ例を経験したので報告する。

症例

症例：１１歳，女児。

主訴：蛋白尿，血尿。

既往歴・家族歴：特記すべきことなし。

現病歴：

〈初回生検から第２回生検までの経過〉（図１）

７歳時に下腿浮腫と腹部膨満が出現。顔面浮腫など全

身浮腫が増悪。検尿にて蛋白尿，血尿を指摘され，前医

に紹介入院となる。皮疹など腎外症状は認めなかった

Keywords：膜性増殖性糸球体腎炎

全身性エリテマトーデス，

抗核抗体

低補体血症

4６（46）

▼ 雨戸










	cover
	2012年08月20日13時06分59秒

